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大
手
通
販
サ
イ
ト
か
ら
、
ア
カ
ウ
ン
ト
に
問

題
が
発
生
し
た
の
で
、
添
え
ら
れ
た
リ
ン
ク
に

ア
ク
セ
ス
す
る
よ
う
メ
ー
ル
が
届
い
た
。
リ
ン

ク
を
タ
ッ
プ
す
る
と
、
通
販
サ
イ
ト
に
似
た
ロ

グ
イ
ン
画
面
が
現
れ
、
住
所
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
番

号
の
入
力
を
求
め
ら
れ
て
本
物
の
サ
イ
ト
か
不

審
に
思
っ
た
。

◆
メ
ー
ル
に
よ
る
ア
カ
ウ
ン
ト
や
支
払
情
報
の

照
会
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

◆
安
易
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報
を
入
力
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

受
付
時
間　
８
時
30
分
～
17
時
15
分
（
毎
週
木
曜
日

と
第
３
金
曜
日
は
、
専
門
の
相
談
員
が
対
応
）

問
相
談
窓
口（
商
工
観
光
課
内
）
☎（
９
６
２
）２
３
６
７

　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
１
８
８

消
費
者
力
ア
ッ
プ
通
信

相談事例アドバイス

俳
句

川
柳

砥
　
部
　
句
　
会

川 

柳 

と 

べ 

吟 

社

あ
そ
び
べ
、
と
べ
。

町 

の 

文 

化 

財

大
手
通
販
サ
イ
ト
を
装
っ
た
偽
装
メ
ー
ル
に
注
意

問
社
会
教
育
課
文
化
ス
ポ
ー
ツ
係
☎（
９
６
２
）
５
９
５
２

野の
ず
い
せ
ん

水
仙
堤つ
つ
みに
祀ま
つ
る
水
難
碑�

渡
部
　
洋
三

水
仙
や
単
線
の
ぞ
む
丘
の
上�

大
西
　
一
教

悴か
じ
かむ
や
水
道
管
に
布
を
巻
き�

菊
池
　
明
美

寒
風
や
髪
を
短
く
切
り
す
ぎ
て�

　
　
　
　
　

人じ
ん
じ
つ日
や
陶
板
の
道
真
つ
直
ぐ
に�

篠
崎
　
伶
子

水
仙
を
活
け
て
日
課
の
ス
ト
レ
ッ
チ�

　
　
　
　
　

白
菜
を
割
り
て
並
べ
る
藁
わ
ら
む
し
ろ筵�

中
岡
セ
ツ
コ

去こ

ぞ年
今
年
生
き
る
証あ
か
しの
厨く
り
やご
と�
長
戸
ふ
じ
子

大だ
い
こ根
抜
く
を
か
し
な
穴
の
残
り
け
り�
沼
田
　
千
寿

廃
線
の
奥
へ
奥
へ
と
探た
ん
ば
い
こ
う

梅
行�

野
村
タ
カ
子

寒
見
舞
声
聞
き
た
し
と
言
ふ
電
話�

葊
末
　
榮
子

人
日
や
若
き
陶
工
窯
火
守
る�

福
岡
い
つ
子

野
菜
畑
か
こ
み
て
白
き
水
仙
花�

福
岡
　
繁
平

真
す
ぐ
な
る
葉
を
従し
た
がへ
て
水
仙
花�

松
林
　
静
子

朝
の
日
の
ま
つ
す
ぐ
に
あ
り
水
仙
花�

宮
田
　
弘
道

う
ろ
覚
へ
な
る
一
節
の
歌う

た

か

る

た

歌
留
多�

向
井
　
章
子

数
へ
日
の
雨
に
段
取
り
立
て
直
す�

向
井
　
初
子

く
ぐ
り
戸
の
桧ひ
わ
だ
ぶ
き

皮
葺
よ
り
氷つ
ら
ら柱

垂
れ�

森
　
　
安
子

佐
々
木
美
知
恵

長
曽
我
部
弓
子

自
分
史
に
静
と
動
と
の
道
が
あ
る	

松
﨑
奈
津
栄

失
敗
を
薬や
く
み味
に
自
分
史
を
生
き
る	

松
﨑
　
春
子

む
ら
さ
き
の
雨
に
封
印
が
解
け
る	

石
井
ひ
ろ
み

神
様
の
贈
り
物
か
も
老
い
る
こ
と 	

田
中
　
貞
美

カ
レ
ン
ダ
ー
に
暮
ら
し
の
記
憶
メ
モ
に
し
て	

石
手
　
孝
子

飛
ん
で
み
た
私
の
中
の
水
た
ま
り	

斉
藤
美
恵
子

男
八
十
ま
だ
叱
ら
れ
る
夢
を
見
る	

高
畑
　
俊
正

上
原
窯
錦に
し
き
え
か
ら
こ
も
ん

絵
唐
子
文
茶
壺（
町
指
定
工
芸
品
）

上か
ん
ば
ら原

染
付
鯉
文
徳
利（
町
指
定
工
芸
品
）

　
砥
部
焼
磁
器
発
祥
の
地
、
上
原
窯
で
焼
成
さ

れ
た
、
江
戸
末
期
の
作
品
。
径
22
・
７
㌢
、
高

さ
30
・
５
㌢
。
呉ご

す須
絵
具
の
色
調
、
ロ
ク
ロ
成

形
な
ど
熟
練
し
た
作
陶
で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
後
期
、
亀
屋
庫
蔵
作
。
径
12
㌢
、

高
さ
16
㌢
。
密
画
で
入
念
に
彩
色
が
施
さ
れ
て

お
り
、
和
絵
具
の
色
調
光
沢
と
も
に
華
麗
な
作

品
で
あ
る
。


